
1996年　平成8 年
3/10あだち広報
第1119 号

● 発行/ 足立区　〒120 足立区千住1- 4- 18 　03( 3882) 1111㈹ 編集/ 企画部広報課　FAX3881- 6910

平
成
8
年
度
予
算
(
案
)
の
あ
ら
ま
し

こ
の
予
算
(
案
)
は
第
一
回
区
議
会
定
例
会
で
審
議
中
で
す

福
祉
施
策
と
都
市
基
盤
の
整
備
を
推
進

区は、先に策定した5! 立区総合実施計画の実現を図るため、総額

2, 798億円余の平成8年度予算( 案) をまとめました。このうち一般会

計は1, 957 億円で、総額 では2年連続、一般会計で は3 年連続のマイ

ナス予算となって います。

予算( 案) は、「縁合的なまちづくり施策の展開」『地域保健福祉施策

の展開。』「コミュニ ティ 形成と生涯学習推進施策の展開」「新たな視点

での行政 改革の 推進J を基 本的な考えとしてい ます。

この予算( 寨) のあらましについてお知らせいたします。

平成8年度一般会計当初予算(案) の内容
( ) 内の数値は縁予算額に対する構成比

楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
機
能
馴
練
(
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
日
の
出
)

平成8年度足立区当初予算(案) 概要 ( 単位: 百万円)

一般会計予算規模の推移 ( 単位: 億円)

平成8年度予算(案) のくわしい内容については4・5面をご覧ください

厳
し
い
財
政
状
況
下

福
祉
と
防
災
に力

を
注
ぎ
ま
し
た

戦
後
最
長
と
な
っ
た
景
気
の
低
迷

は
、
厳
し
い
調
整
過
程
か
ら
回
復
へ
と

歩
み
つ
つ
あ
2

チ

。
雇
用
情
勢
に
依

然
厳
し
さ
が
あ
る
も
の
の
、
怎
『

輸

出
な
ど
の
指
憚
一一辰
善
が
滲
呎

明
る

さ
が
み
叭
り
1

つ
に
な
り
i
レ
た
。

平
成
8
年
度
の
国
の
一
般
会
計
予
算

は
、
対
前
年
度
比
u
冐
増
の
7
5
兆
千
4
9

億
円
と
い
う
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
公

共
事
業
関
係
費
の
伸
び
簒
葆
し
、
減

税
の
継
続
実
施
奮
な
?
い
っ
た
、
景

気
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
京
都
は
長
引
く
不
況
に

よ
る
都
税
収
入
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
一

般
会
計
は
息
?
千
6
5
0
億
円
で
、
7
年

度
当
初
予
算
を
M
%
下
ま
わ
っ
て
い

ホ
y
。

足
立
区
に
お
い
ア
ほ
景
気
の
回
復
が

確
か
に
な
ひ
っ
つ
あ
忝
と
は
り
凡
。
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
環
鷹
に
あ
n
ま

す
。
平
成
8
年
度
の
予
算
僥
愕
ほ
、
一

般
会
計
千
9
5
7
億
円
、
前
年
度
比
7
.
0
%

豕
と
1
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
龕
y
汳

ひ
声
に処

。
財
政
環
境
が
一
段
と
厳
し

い
中
で
の
編
成
で
し
た
が
、
区
政
が
直

面
し
て
い
る
屁
堰
に
正
面
か
ら
取
り
組

ん
で
い
け
る
予
靠
編
成
が
万

と
考

え
て
い
欒
歹
。
事
務
的
経
費
や
経
常
的

経
費
を
見
直
し
、
経
費
の
節
豕
盈
凶
り

つ
つ
、
都
市
幕
荳
の
髪
冐
を
ほ
じ
め
福

祉
施
策
な
ど
菷
冥
に
事
業
奮
莓
學
―

と
同
時
に
、
防
災
の
観
点
を
加
兄
だ
年

間
予
算
岑
猖
成
い
た
し
ま
し
た
。

重
点
施
策
は
、
①
都
市
計
饗

露
の

整
備
な
ど
総
合
的
な
豕
ち
づ
く
り
厠
策

の
展
開

②
施
設
福
祉
や
在
耆
糴

の

充
実
-

の
展

開

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
虞
と
生
涯
学

習
推
進
施
策
{
涎
開

④
新
た
な
視
点

で
～

あ
ひ
ま
す
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
孤
充
に
直
結
す
る

情
報
化
施
策
に
つ
い
て
は
、
5
月
の
新

庁
舎
の
開
設
に
合
わ
せ
て
戸
籍
事
務
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
豪
実
現
す
夂
亨
にと

が
で
き
沢
レ
た
。
ま
た
福
祉
総
合
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
も
稼
動
し
、
福
祉
事

務
所
の
窓
口
で
あ
ら
ゆ
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ぷ

う
に
な
り
汞
歹
。

最
後
に
緊
急
課
題
へ
の
対
応
で
y
。

昨
年
の
阪
神
・
淡
犖
(
震
災
か
ら
得
赱

教
訓
は
、で
き
る
限
ひ
防
災
対
策
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
薺

続
合
新
庁
舎
の
建
設
に

負
笹

、
防
災
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
曼
贏
合
防
災
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
豕
す
。
こ
の
セ
ン
タ
1
は
2
3区
で

初
め
て
東
京
都
防
災
シ
ス
テ
ム
と
瓸
ぱ

れ
、
緊
急
の
場
含
哭
參
な
力
奮
瞿
一
1

お
ひ
嫐
y

ま

た
、災
害
備
蓄
倉
庫
の
整
備
、学
校
の
耐

震
補
強
工
事
、東
京
都
と
の
合
同
防
災

訓
I

い
た
し
ま
し

た
。当

区
は
、
昭
和
5
6
年
以
降
行
酢
収
革

を
実
施
し
、
健
龠
蹐
政
体
質
を
維
持

し
て
ま
い
ひ
奔
し
た
。
今
後
さ
ら
に
、

第
二
次
～
い
た
行

財
政
の
効
率
化
に
徹
じ
、
安
衾
笛
ち

づ
く
り
や
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
耆
を
お
ひ
豕
y
。

今
後
も
区
民
の
皆
様
の
ご
理
騨
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
に
¥
ヂ

。

区
長
　

古

性

直

4月から「あだち広報」の発行日が変わります「あだち広報EXP」は隔月(奇数月)の1日発行に、「あだち広報(タブロイド版)」は、5日・
15日・25日の月3 回の発行になります。〈広報課〉
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本庁舎跡利 用の概要かたまる
地域商業発展とうるおいを目指して

産業振興センター
防 災 施設

ホテル
公共 駐車場

を建設

長し櫑昿 民の皆さんに、ご秘 稀j ただきました干住本庁舎は、

今年の5 月にCt夾 鞨 卜 皿 移転することになり

ます。また、庁吉こ貭接している産剩麟 齟は、老朽化が著しく

建て替えの畸期を迎え、5 月1 日て鴬 官することになり ました。

区では、皿 し、産業振興センター-や

防S堋 毀 、ホテル、公共駐車揚といつ皿

してきました。

こうした内容ま、四 での奮議、検討を経て、

そのき墻 嘱要をお知らせしてまいり ましたが( 7 年5 月10日 号あ

だち広報)、その後さらに検討を重ね、その内容がまとまり まし

たのでお知らせします。

なお、このきt S こついては、区議会に殷霊さ れた「本庁舎跡利

皿 で現在も農亶・検討しています。

事
業
の
し
く
み

こ
の
複
合
施
設
に
つ
い
て
ば
、
※
㈱

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
政
府
系

金
融
機
関
な
ど
の
融
資
奮
苻

、
1
1年

秋
の
完
呎
奮
り
指
し
て
今
年
の
秋
が
ら

着
工
予
定
で
す
。

平
成
8
年
秋

、
工
事
着
工

・
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
複
合
施

設
全
体
の
建
設
主
体
と
な
り
ま
す
。

平
成
1
1年
秋
、
完
成

・
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
防
災
施
設
を
区
か

實
い
取
り
管
理
運
営
し
ま
す
。

・
ホ
テ
ル
は
ホ
テ
ル
経
営
会
社
か
経
営
。
E

公
共
駐
車
場
は
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー
が
経
営
。

崑
跫
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、

区
内
産
業
の
育
成
一
叨
る
た
め
平
成
4

年
に
設
立
さ
れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
。
資

本
金
畠
一
%を
区
が
出
資
し
て
い
ま

す
。

施
設
の
内
容

複
合
施
設
の
対
象
街
区
は
、
千
住
本

庁
舎
・
庠
蘖
振
興
館
と
こ
れ
ら
に
隣
接
t

(遡
権
者
を
含
め
た
街
区
な
ら
び
に

北
側
の
衛
生
部
分
室
の
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。な

お
、
衛
生
部
分
室
跡
に
は
、
タ
ワ

ー
式
駐
車
場
と
防
災
施
設
が
で
き
る
予

定
で
す
。

複
合
施
設
の
規
模
は
、
延
べ
床
面
積

3
万
㎡
で
槊
ヱ
辺
逼
て
、
地
下
2
階

に
な
n
乖
T
。
内
容
は
、
①
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
②
防
災
施
設
t
汞
テ
ル
、

④
公
共
駐
車
場
で
構
成
さ
れ
求
y
。

現
在
の
摩
稟
振
興
館
を
グレ
ー
ド
ア

ッ
プ
に蚯

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
講

演
会
や
馨
震

、
イ
ベ
ン
ト
が
で
膏
る

多
目
的
ホ
ー
ル
(
5
0
0人
収
容
)
、
社
員

研
修
や
各
種
会
議
に
利
用
で
瀲
る
(
会

議
室
)
、
産
業
情
報
室
、
パ
ソ
コ
ン
研

修
蚕
等
が
あ
n
豪
ヂ

。

ま
た
、
防
災
施
呎
と
し
て
は
、
防
災

無
線
や
備
蓄
倉
庫
、
防
火
水
槽
が
穃
胥

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
大
災
害
時
に
は
千

住
地
域
の
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
k

ヂ
。

さ
ら
に
、
千
佯
瓸
域
の
時
間
貸
し
駐

車
褥
と
し
て
、
Ⅲ
苔
分
の
駐
車
場
が
整

備
さ
れ
ホ
y
。

ホ
テ
ル
に
は
、
宿
泊
施
設
の
ほ
か
結

婚
式
や
披
露
宴
、
家
族
の
内
祝
い
、
会

社
の
宴
会
が
で
燮
碪
礼
施
設
や
寮
会

場
が
あ
ひ
ま
す
°
ま
た
'
ス
カ
イ
ラ
ウ

ン
ジ
や
日
本
・
中
華
料
理
蒼
ど
の
レ
ス

ト
ラ
ン
も
は
い
Q
'
ヂ
。

事
業
費

の
内
訳

総
事
彙
費
は
1
5
5億円
。
こ
の
経
費
の

内
訳
ζ
貝
衵
ほ
、左
表
り
と
お
り
で
す
。

足
立
区
が
負
衵
ず
る
の
は
、
平
成
H

年
に
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
防
災
施

設
の
買
い
取
り
に
約
4
0億
円
、
啓
足
立

都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
資
が
約
3
2

億
円
で
歹
。

な
お
、
呰
笠

都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー
が
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
お

金
は
、
建
物
の
賃
貸
料
か
ら
返
済
し
ま

す
。

ホ
テ
ル
の
経
営

ホ
テ
ル
の
経
営
は
、
呰
笠
都
市
活

性
化
セ
ン
タ
ー
と
運
営
を
行
う
㈱
東
急

ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
が
出
資
し
て
新
た
に

ホ
テ
ル
経
営
会
社
奮
設
立
し
て
行
い
ま

す
。

本
庁
舍
跡
利
用
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
せ
は

千
住
本
庁
舍
・
企
画
課

(
3汨
8
2
T
1
1
1

㈹

南東方面からの姿図

足
立
区
本
庁
舎
跡
利
用
計
画

=

断
面
図
=

ホバリングスペース
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小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
(
ポ
リ
オ
)

予
防
接
種
の
ご
案
内

日
程
・
場
所
日
表
1
時
間
=
午
後
1

時
4
5
分
L
I
豐
芬
対
象
Ⅱ
立
角

t
」
鎭
ゑ
角
未
満
の
幼
児
※
―
・

2
回
目
の
新
規
対
象
者
に
呀
&
梁
に

通
知
多
郵
送
し
嫐
y
。
新
規
対
象
者
以

外
で
今
回
接
羣
丁
靨
ほ

。
事
前
に
保

健
所
ま
た
は
保
霜

旅
所
に
予
粲

を

取
り
に
来
て
ぐ
だ
さ
い
(
7
年
―
月
以

―使
え
穿
Σ
。
接
種
当
日
は
、
脱
明
s

老
吏
読
ん
だ
冫
瓦
で
予
`
柬
に
記
入

し
、
母
子
乖
嶬
、
体
温
計
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

問
先
藍
竄
健
所
・
保
健

相
談
所

簔
2
)
、
ま
た
は
千
住
本
庁

舍
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
L
L
L
L
㈹

表1 小児マヒ生ワクチン接種会場

表2 各保健所・保健相談所

健
康
体
操
講
座

一
緒
に
身
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

足
立
保
健
所
の
健
蹶
づ
く
n
發
'
-
ク

ル
「
ひ
ま
わ
o
<
i
i
j
M
r
中
高
年
向

-
つ
い
て
学

び
l
y
。
運
學
爻
禳
会
の
な
い
方
、

ぜ
ひ
、
ご
笋
加
く
だ
さ
い
。
日
時
=

3
月
1
9
日
(
火
)
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

講
師
H
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
、
健
康
遷
動
掴
導
士

内
容
=

講
恭
ζ
体
操
『
中
高
年
か
ら
始
め
る
運

励
に
つ
い
て
』

※
動
き
や
す
い
服

装
・
靴
で
、
ご
穆
加
く
だ
さ
い

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
健

所

　
(
3
只
5
5
)
4
1
5
1

高齢者保健シンポジウム

～寝たきり・痴呆に
ならない! させない!

た め に ～

年
黍
'
と
っ
て
も
、
い
き
い
膏
戸
暮
ら

せ
る
籾
域
づ
く
り
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
N
I
烈
眥
忌
(
)
、
午
後

L
時～
t
時
』
場
所
H
竹
の
筱
セ
ン
タ

ー

対
一
=

区
民

内
容
=

表
3

定
*
=
3
0
0人(
先
着
順
)

費
用
日
無

料

問
先
卜
江
北
保
壥
稻
旅
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表3

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

～
無
料
で
す
～

□
消
化
器
が
ん
検
診

胄
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。

対
象
H
3
5歳
以
上
の
区
民

期

限
-

月
a
は

※
腎
耄
認
r

処
方
、
胃
の

病
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る

か
擺
5
れ
る
万
啄
受
診
で
零
轟
尤

□
女
性
の
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
盂

茫

の
早
期
発
見
に

役
立
I

ヂ
。

対
象
卜
3
0歳
以
上
の

女
吽
区
民

場
所
H
区
内
実
旅
医
療
機

関

受
珍
日
日
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
i

禳
関
と
相
談
り
冫
凡
受
診

□
成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
奏
や
棊
仔
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

に
ん
臓
の
鰐
気
や
纃
尿
鍔
、
高
血
圧
、

高
脂
皿
屁
等
に
つ
い
て
調
べ
求
す
。
内

容
の
旡
異
し
た
儺
診
で
y
。
対
象
日

4
0綉
唹
6

歳
(
昭
和
1
年
4
月
1
日

以
墜
否
R
)

ま
で
の
区
民

場
所
卜

区
内
実
旆
ぼ
蘗
機
関

-
い
ず
れ
も
I

M
=
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
を
明
記
。
蔕
髮
重
石
案
内

を
お
送
叺
望
ヂ

遜
云
L
年
以
内
に

区
の
同
種
-

斈

乙

墨
花
煢
m
ん
棆
彭
は
、
表
4

の
日
程
か
ら
検
診
吁
、
場
所

爾
―

謚
霍
で
)
も
明
配

申
・
問
先
=
千

集

庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

表4 消化器がん検診日程

痴
呆
講
演
会

「
知
っ
て
得
す
る

痴
呆
の
話
」

痴
呆
-

会
で
す

日
時
l
&

肘
日

丞

、

午
後
L
時
迴
T

直
嘔
芬

講
師
=

浅
川
理
氏
(
都
・
幸
(
医
療
セ
ン
タ
ー

医
師
)

定
S
H
3
0人
(
先
一
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
政
直

保
健
所
保
健
予
防
諜

(
3
8
8
8
)
4
"
7
7

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日

先
の
戦
災
で
匸
ぐ
な
ら
れ
た
多
く

の
方
々
の
ご
冥
學
鎰
掵
の
恒
久
平

卻
荼
惷
し
て
、
午
嫐
L
時
か
ら
黙

と
冫
絮
行
い
李
歹
。
鼻
君

ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
¥

チ

。{
総
務
課
〉

み
ん
な
で
さ
さ
え
る

国
民
健
康
保
険

医
療
費
と
保
険
料

私
た
ち
ほ
、
突
然
の
病
気
や
ヶ
ガ
の

際
、
安
心
し
ア
匿
療
機
関
に
か
か
る
'
」

と
が
で
き
量
ち
に
、
だ
れ
も
が
何
ら

か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
口
れ

ぱ
な
n
&
呑
ん
。
お
勣
め
の
方
や
そ
の

家
族
の
方
は
、
政
管
健
保
や
組
合
健

保
、
-
に
加
入
し

求
y
。
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い

な
い
方
や
ほ
営
業
、
会
社
を
足
年
退
職

し
た
方
な
y
ほ
、
国
氏
健
康
保
険
に
加

入
t
9
に
と
に
な
Q
豕
y
。

国
民
健
康
l
a
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
の
収
入
に
応
じ
て
保
険
料
を
出
し
合

い
、
病
気
や
ヶ
ガ
を
」
だ
と
き
の
医
療

費
の
一
部
夸
支
出
す
る
制
度
で
'
y
。

こ
の
保
険
料
は
、
医
療
費
の
伸
び
に

よ
っ
て
算
出
さ
9
チ
。
従
っ
て
皆
さ

ん
が
。
医
療
機
関
に
か
か
る
診
療
裴
が

増
え
れ
ば
増
え
ゑ
ほ
ど
、
保
険
料
が
高

く
な
Q
豕
y
。

図
1
の
グ
ラ
フ
で
假
驚
&
9
右

に
、
高
齢
化
と
高
慝
襄

の
進
歩
に
よ

り
、
医
瘠
膏
は
1
年
か
ら
1
年
ま
で
の
4

年
間
で
、
6
4億
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
保
険
料
は
、
口
億
円
の
伸

ぴ
に
と
ど
ま
っ
て
い
ネ
f
y。

6
年
度
に
区
内
で
か
か
っ
た
L
人
当

た
り
の
医
療
費
は
、
2
4万
1
千
円
で

す
。
こ
の
医
療
費
の
約
1
割
が
保
険
料

で
袤
か
な
わ
れ
て
い
家
y
。
こ
り
ふ
つ

に
保
険
料
は
、
国
民
健
康
保
険
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す
。

レ
P
‥
'
1
い

枩
6
な
い
の
で
、
聊
か
ら
の
補
助
金
の

ほ
か
都
や
ひ
区
か
ら
5
年
度
で
1
2
4
億

円
が
支
出
さ
れ
て
い
ホ
す
。
し
か
し
、

こ
れ
も
最
近
の
不
況
等
に
よ
圦
阿
源
不

足
と
な
り
、
医
療
費
の
増
加
に
追
い
つ

か
な
い
の
が
現
状
で
y
。

○
保
険
料
は
I
黶
憲
れ
の
な
い
よ

う
ぉ
願
い
し
豕
y
。
災
害
や
℡
帯
主

の
方
の
経
常
I

事
業
の
倒
匣
等
に

よ
り
、
保
険
料
を
駟
め
喩
と
が
困

齬
な
場
合
は
、
納
付
方
法
や
減
免
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

筒
先
=
i

寵
康
保
険
課

1
8
8
0
)
5
1
2
2

図1 医療費等および保険料の決算額の推移
( 億円)

図2 国保で受けられる保険給付 ( 8 年2 月現在)

図3　歳入

図4　歳出

掲
示
板

□
障
害
者
就
職
相
談
会
日
時
=
3

月
1
3
a
啝
、
午
後
L
時
叩
が
～
t
t
時

珊
所
=
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
内
容
=

約
4
0
社
の
企
業
が
参
加
す
る
障
害
者
就

瞰
相
談
会
問
先
=
(
ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立
　
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□
受
爾
生
募
集
『
パ
ソ
コ
ン
ー
初
級
』

短
期
講
習
日
程
=
i
r
X
H
^
日
～
2
2

日
(
日
曜
を
除
く
)
、
午
零
&
T
1
時

一…一分

対
象
=
パ
ソ
コ
ン
習
縟
を
目

雉
夏
鹹
者

定
員
=
1
5人

s
用
=
5
千
瞋
円
申
込
=
4
月
9

日
、
午
後
1
時
に
来
校
(
柚
遍

問
先
=

都
・
足
立
高
等
職
業
技
術
専

門
校

　
(
Q
x
Q
0
5
)
6
1
4
8

〒
1
2
0綾翠
“
I
6
-
1

□
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間

と
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第
1
期

の
納
期
の
変
更
に
つ
い
て
8
年
度
の

固
定
費
覩
祝
・
都
市
計
画
税
の
貝
汨
羅

和
奎
図
る
「
緊
急
鴎
時
の
措
!
が
講

じ
身
¥
予
定
で
y
。
こ
の
た
め
、
2
3

区
-
の
縦
覧
期

閊
は
t
愚
T
日
s
2
日
ま
で
に
、
ま
た

固
定
賢
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
L
期
1

そ
れ
ぞ
れ
変

更
さ
れ
る
'にと
が
刄
J一豕
9

ヂ
。
問

先
H
足
立
都
税
事
瓱
町

(
3
R
8
2
)
2
1
1
1

□
浄
化
槽
清
掃
作
業
経
S
の
住
民
負

担
軽
減
推
葷
は
、
1
月
叭
日
を
も
っ
て

終
了
い
た
し
ま
す
。
7
年
度
の
軽
緘
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
お
早
め
に
ご
便
用

下
さ
い
。
問
先
日
都
・
灣
掃
昜
指
導
助

虞
課
　
(
5
3
2
0
)
5
8
t
」
」
5
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予算 特集予算案の主な事業
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

施
策
の
展
開

都
市
型
C
A
T
V
の
促
進
お
よ
び

テ
レ
ビ
電
波
障
害
解
消
対
策
の
実

施

7
億
3
9
1
万
円

細
市
型
c
A
T
v
(
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

g
夲
瓱
斌
磅
報
通
馨
喜
万
I
と

危
に
、
テ
レ
ビ
磊
震
障
唇
穣

本
的
解
卿
聡
梛
I
チ
。
7
年
t
月

に
s
h
-
'

ブ
ル
テ
レ
M

冢

豐

、
8

年
2

月
に
鄙
歌
応
i
n

及

送
屬
設

黔
置

肝
可

さ
れ
黔
‥
だ

。

↓

蕋

の
予
定
=
C
A
T
v

幹
線
網
の

敷
設

鴛

一
弓

、
都
市
受
信
陣
害

解

消
亊
筒
、
原
因
看
負

桐
胴

度
の
実
施

(仮
称
)

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
設

※
3
7億
4
千
1
0
0
万
円

区
回
緊
の
振
興
・
蔀
汞
だ
め
に
I

住
本
i
忌
地
に
針
雁
ま
れ
て
い
る
台

同
ピ
ル
内
に
、
い
ま

ま
で
以
上
に
レ
ベ

ル
ア

ー

し
て

牟
書
覈

寰

冐
l
f
g

施
設
内
容
―
胃

的

ボ
ト
ル
、
大
規
榠

会
議
室
、
0
A

・
パ
ソ
コ
ン
研
修
蚕
、

鹽

喬

綴
コ

ー
ナ
ー
等

※
こ
の
件
に
つ
い
て

蒔
U
年
度
支
払
い

予
定
で
f
'

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
(計

画
)

1
9億
9
千
8
4
8
万
円

揚

屋

蛮

い
裘

づ
ぐ
り
索

め
に
土
地
区
圃
整
理
豪
爽
施
し
、
道

路
、
公
圃
、
ま

す
。

区
画
蜃
理
地
区
↓
覊
瓱
区
、
佐
野
六

木
地
区
、
卜
沼
田
兩
加
区

都
市
計
画
道
路
整
備

2
9億
3
千
8
6
0
万
円

富
弓
ぐ
n
む
冪
鬆
で
あ
る
鄙
市
籵

圃
遍

路
の
用
地
取
得
、
建
設

刄

″
い
ま

す
。

用
地
取
碍
隹
補
助
勇

蚕

气

補
助
第

蔕

霪
气

禰
助
摂

髯

碑

補
勁

毘

号
編

建
設
遭
路
H

補
助
鍜

留

癲
。

補
助
爵

靠

地
区環
境
整
備
事
業
の
推
進

1
6億
4
千
8
2
3
万
円

区
内
を
7
0
旭
区
に
分
け
、
地
区
庄
民

の
笋
加
の
叺
と
に
丶
-
霍
哀
餅
の
地

区
で
環
糖
整
蠏
l
`
進
し
て
い
家
y
。

平
成
8
年
度
に
開
設
す
る
主
な
施
設
①

所

在

地

②

規

模

等

③

主

な

施

設

④

開

設

時

期

・ 新庁舎
①中3屹本町1 ―17 ―1R 軟膏鉄筋コンクリ
ート造[ 中層棟l 中央 館] ) ・鉄骨 造( 高層

棟[ 剛 館] ) / 地 上14 釐、地 下3 磨、略 屋2

贍( l i ? 舍ホール、アトリウ ム、屡誓レスト

ラン、議場、防災センタ ー<3) 8 年5 月7 日

滲勦 部福祉事務所、押部a 沼谷在家住|ヌセン

ター

くI准甎浜8- 27- 15<2 載 筋コンクリート 造/
地上3 階 ③福祉事蘆潮多i、俘R センター ④

8年3 月g 霤祉事務所) / 8 年4 月( 住区 セ

ンター)

喇 高齢者在宅サービ スセンター{ 仮称} 「西

綾諏」
①西綾 瀬3 ―2- 1- 101 《z)侠骨欽筋 コン

クリート造/ 汕卜6 階の1 階部分s デイホ

ーム 〔15人〕、痴呆デイホーム( I x λ ) 、入浴

サービス{ 4～5人}碍( 1) 8年8月

● 彁辱別 養謹老人ホーム( 仮称) 『グレイスホ

ーム』・高齢者在宅サービスセンター( 仮

称) 「西新井 本町友興の圃」l 民設1
( D 西耆祺り叫町41316( ・鉄鰐瓲コンクリー

ト 造/ 地卜5 階、地下1 階( I ) 特娜養護老人

ホーム{ 50 人} / 在宅サービスセンターショ

ート ステ イ{ 8 人} 、デイホ ーム( 15 人) 繼

能回復攜1讖等( 18 年4 月

闌小規観高齢者在宅サービスセンターc 仮

称) 『西 新井』[ 民設l
①西新#5- 41- 1 ⑤螽贊 性高齢者ディ ホ

ーム( 12 人) ④8 年4 月、I丶
S( 仮称) 裏門堽親水水路

①足立2- 51～西綾瀬1- 8先②脱水水路

区間延長: 772. 95m、纏員4～10m④8年4

月
● ( 仮称) 花畑センター[ 改築]

( D 花畑4- 16- 8 ②鉄筋コンクリート 造/

敖E3 階、地下1 階 ③区民 事務所、住区セ

ンター、社会教育館、図書館、体育館、 高齢

者作業所 ④8 年8 月

「グレ イス ホ ーム 」・「 西新 井 本町友 興 の園 」完成 予 想図

新庁合

花 畑セ ン ター完 成 予 想図

地
域
保
健
福
祉

施
策
の
展
開

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
社

在
宅サ
ービス
セン
ター
の
整備

8
千
1
1万
円

-

た
め
の
特
別
養
唇
?
(
ホ
ー
ム
の
建
設

奎
l
r
豕
y
。
霤
i
含
め
区
内
T

カ
所
ぶ
m
床
と
な
り
ま
忿
。
ま
た
、

息
呎
睿
'
♀
翕
涵
の
高
齢
者
に
、
日

常
S
刄
晦
r
X
`
ア
イ
サ
ー
ピ
ス
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
行
う
高
齢
者
苟
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し

ま
す

屁

設
を
含
め
区
内
1
0
カ
所

、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
6
6
床
と
な
ひ
豕
Σ

。

高
齢
者
委
託
ホ
ーム
ヘ
ル
パ
ーの

派
遣

9
千
4
3
0
万
円

昨
年
か
&
略
价
泌
時
間
巡
同
靱
禾

I
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
巣
の

爽
厠
区

紋
刄

孥
ぐ
¥

チ

寵

週
対
象
者
・
7

年
暴

ズ

、8
年
厦
如
ざ

。

老
人保健
施設の整
備3

億
4
9
8万
円

リ
(

ビ
2

ア
ー
シ
ョ
ン
や

介
暝

蓍
旻

す
る

高
齢
者
の
具

蓼

倣
酉

壽

の
た

め

、
医
療
機
関
か

冫

蕋

へ
の
中
間
施

設
で
蓄
;

霆

設
の

整
爾
嵩

唇
¥

チ

。

(
仮
称
)

足
立
区
精
神
障
害
者
地

域
生活
支援セン
ターの
建設

1
億
千
1
7万
円

楴
瀝
暉
害
者
が
均
属
9
ぶ
で
暮
ら

す
た
め
の
生
活
・
就
労
の
支
m
'

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
n
臺
耳
厩
慇
儖
屬

黔
rぶ
ヂ

。

コミュニティ形成と
生涯学習推進施策の展開

地
域
学
習
推
進
ス
ク
ー
ル
事
業

3
8
0
万
円

学
校
一
憲
學
習
社
会
の
籾
冢
墸
R

と
し
、学
校
と
旭
毓
が
一
体
夂
`
つ
て

歡
豐
と
籾
郤
砺
勣
に
取
趾

黔

緻
奠
つ

く
り
豪
T
r

の
ま
す

。

(仮
称
)

生
涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設

7
億
8
千
9
4
2
万
円

仮
称
)
生
涯
学
習
総
合
施
設
を
、

旧
千
寿
旭
小
学
校
の
跡
地
に
雅
默
し
ま

す
。施
段
に
昿
係
學
習
セ
ン
タ
ー
、

釿
中
央
図
一
館
、
放
挙
(
畿
&
龠
セ
ン

タ
ト
等
が
は
い
り
啄
y
。

生 涯学 習 総合 施設 完成 予 想図

新
た
な
視
点
で
の

行
政
改
革
の
推
進

福
祉
総
合
シス
テム
管
理
運
営

3
千
9
3万
円

区
内
i
ヵ
所
の
福
祉
亊
葱
町
磊
箴

擺
祉
の
総
台
的
拠
点
と
‥
)
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
L
轟
用
公
嵩
齢
、
障
害
、
児
重

―
零
y
。

戸
籍
情
報
シス
テ
ム
開
発

2
億
6
千
1
9
8
万
円

事
務
の
効
率
化
、
迅
巡
振
9
た

め
。
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化

夸
T
瓦
t
い
奪
歹
。
瓱
尸
鰆
は
1
年

!
月
に
稼
働
、
9
年
t
月
に
は
忿
尸
籍

の
稼
働
蓍
昜
じ
て
開
発
し
豕
す
。

交
通安
全指導員の設置千

7
5
9
万
円

児
重
臣
～
を
守

る
觴
力
査
更
に
伸
腿
y
l
つ
、
交
通

安
全
擔
逞
眞
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
の

充
実
を
行
い
零
y
。

緊
急
課
題
へ
の
対
応

主
な
防
災
対
策
事
業

1
1億
3
千
1
9
9
万
円

□
苹
庁
舎
跡
地
利
用
に
伴
う
防
災
施
設
　

の
整
備
讐
蠢
千
鸚
万
円
　

本
庁
合
鄙
整
不
住
地
区
の
防
災
拠

点
と
し
、
蠏
寄
肅
車
や
防
火
水
槽
を
設

置
し
豕
y
。

X
こ
の
件
に
つ
い
て

奸

牟

度
支
払
い

予
足
で
す

涵
悪
災
セ
ン
タ
ー
の

整
爾

l
饗
苹
沺
万
円
　

8
年
i
月
よ
旦
邑
心
ふ
尼
防
災
セ
ン

タ
1
が
穣
郷
¥
手
。
区
の
防
思
蜀
勦

の
拠
点
と
し
て

。
地
域
陌

鐡

線
に
よ

る
焉

馬
系
、
情
報
収
集
!

跖

弓

情
報

処
理
系
、
映
像
系
、
池
唇

ア
ー
タ
に
よ

る

鴆
理
哢
報
系
、
防
災
教
習
某
の
i
つ

の
シ
ス
テ

ム
を
複
合
的
に
運
用

し
ま

す
。

□
Z

笳
澀
″
物
吊
渾
の
般
置

1
億
4

千
1
1
7万
円
　

改
定
レ

盜

冤

頡
防
災
黔
圃
で

は
区

内
小
・
中
学
″
茖
県

一
夕
蒼
難
所
に
指

定
し
、
必
要
需

厦

の
忠

瑟

喬
昴

と

災

害
救
助
用
資

材
を
随
時
配
備
し
ま

す
。

一

災
書
演
習
8

千
a
万

円
　

防
災
奮
蔗

の
強
化
と

と
も
に
、
新
地

域

驚

罸

圃
と
防

災
セ
ン
タ
ー

の
哭
効

性
の

皸
証
奮

暴
u

て
、
都
と
e

同
で

総
合
驚

動

練
を
行
い
朿
y
g

l
-
下
型
地
震
へ
の
対
応
圓
万
円
　

災
等
時
の
々
吝

用
水
確
保
の
た
め
、

井
戸
の

登
録
制
度
岑
仔
い
家

歹
。
ま
た

区
職
員

応
苳

盂

翼

晋
会
、
駆

殴

民

大
学
お
よ

ぴ
防
災
リ
ー
ダ
1
研
修
蕀
を

閧
章
豕
す
。

□
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

t
億
1
干
鰯
万
円
　

災
害
に
強
い
*
気
う
く
ひ
の
た
め
、

不
燃
化
鷺
築
物
の
瑤
祭
汳
l

口

、
防

火
-
i

慨
保
を

茖

啻

夭

□
保
育
園
圜

責

小
・
中
学
校
校
竇
維

持
襌
修

卜
億
8

千
訓
万
円

耐

震
工
事
Q
i

忌

園
舍

、
校
舎
に

補
強
工
事
鷽

竹
い
ま
す
。

統
合
新
庁
舎
の
建
設

1
0
0
億
2
0
9
万
円

8
年
一
月
に
新
庁
舎
が
閧
庁
し
ま

す
。
こ
の
新
庁
資
『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
ビ
ル
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

高
度
に
蓿
用
し
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

妾
賑
冐
汞
y
。
ま
た
、
区
民
の
交
薦

の
塀
ζ
i
(
'
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
多
酘

け
て
い
李
y
。

平成8 年度の
主 な 新 規 事 業

□
豐
昌
壁
号
づ
く
り
竡
罘
の
展
開

▽
需

霤

障
害
解
消
事
業
霾

陣

騫
解
消
事
羃
畏
簽
碍
)

4
響
手
7
0万
円

▽
庁
合
ア
ク
セ
ス
整
爾
事
業
忿
‘言
　

者
の
た
め
{陟
舎
へ
の
バ
ス
瀰
竹
}
　

吸
刀
円

∇
商
店
街
Q
g
フ
ー
錬
袈
化
の
推
進

苣

葱

侖

墮
蓋
態
区4

干
吻
万
円

▽
商
業
印
伍
等
肋
成

皀
回
薀
題
品

倫
淌
用
促
進
事
芭

讃
a
円

▽
中
父
籖
一
般
融
資
鴟
業
賢
金
融

賢
制
度
の
哈
巴

佰
乃
円

□
叨
糲
保
健
福
祉
籌
策
の
展
開

▽
障
害
者
の
盾
臟
茶
晤
の
霞
置
藐
　

合
新
庁
食
蕈
讐
盾

鬯
円

▽
柳
邵
障
害
者
S
廻
設
の
笹
偏
(
「仮
　

称
」足
立
区
精
神
障
害
者
籾
柩
`
吝
　

方
浸
セ
ン
タ
ー
の
餮
認t

億
万
万
円

▽
女
性
の
儺
覡
つ
く
り
羅
進
事
業
薔
　

そ
し
よ
急
蓴
予
皀
‘
鰐
円

▽
休
a
診
療
所
の
整
備
荷
の
椒
休
日
　

診
累
所
の
改
笹
匝
口
円

▽
公
衆
浴
場
の
賣
鴣
癇
品
手
蓄
‥
蔽
　

慝
回
口
円

マ
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
盤
置
　
　
　
　
　
　
　
　

】
千
2
3
3
万
円

□
斯
た
な
柵
原
で
の
行
政
改
革
の
堆
進

▽
戸
籍
情
報
シ
3
ア
ム
開
発
芦
鑵
事
　

務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
L
ル
`

y
偸
6
千
鍵
口
円

▽
福
祉
縁
合
シ
ス
テ
ム
管
理
運
冐
'

か

福

祉
総
合
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム

歌
!
3

干
9
3
万
円

▽
保
健
・
衛
患
総
台
置

雰

ス
テ
ム
の

開
発
l

応

岩

円

▽
蛮

委

金

偏

茣

の
黔
置

干
朋
万
円
S

緊
急
課
題
へ
の
対

応

▽
防

災
セ
ン

タ
ー
曾
理

体
制
の
整
備

(
柵
掫
騷

等
の

宿
日
直
)

訓
万
円

マ
保
育
圃
の

富

蓮

鬟

屁
(

公
孵
罠

豐

脣

園
の
開
設
罌

翻
委
託
経
皀
　

干
4
3
万
円

▽
大
帚

嶷

急
対
策
事
業

寉

架
耐
震

補

強
設
黔
忝
邑

讎
万
円

公
社
等
を
通
じ
て
行
う

主
な
事
業

(
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

。

ス
ポ
ト
ツ
公

社
》

啻

蒲

・
文
化
事
業
の
開
催8

干
9
6
8万
円

西
新
井
文
化
ホ

ー
ル
で
の
芸
術
公
贋

や
区

民
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
冐
臈
等
、
幅

広
S
-

令
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
揖
進
拔
万
円
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
リー
グ
の
-

棡
簟

や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ

ル
の
闊
偃
屁

暇

ス

ポ
ー
ツ
事
業
濫

‘

奪
U

手

。

□
各
種
晒
座
等
の
充
実
8
千
1
6
6
万
円
　

外
国
絡
爾
座
や
パ
ソ
コ
ン
敏
恵
屁
こ

の
各
種
講
座
や
穉
に
淤
れ
や
す
い
図
s

館
事
集
翦
駘
u
て
い
家
y
。

瓮

立
区
孝
ち
づ
く
り
公
社
》

垂
氏
地
に
よ
る
快
適
壌
境
整
賻
へ
の
鍵
　

助
4
千
晦
万
円
　

-
阜
蕾

猥
鵜
・
歩
導
?
蔘
鳧
供
し
て
い
る

脇
力
者
に
対
し
て

そ
の
整
備
賢
の
一

管

鐙
r

手

。

□
ブ

チ
テ
ラ
ス
の
鵑

拏

業3
千
覘
万
円
　

ゆ
'
}
ひ
蔘
忿
吊
景
観
の
た
め
、
ま

ち
の
中
の
プ
チ
啻
プ
ス
の
設
置
を
'
臺

め
豕
y
。

・

彫
刻
の
設

祺
事
業

干
8
6
8万
円

彫
刻
-

衆
y
。

寔

惡

汞

と
緑
の
公
社
)

i

齡

・
児
童
遊
圓
・
親
水
施
設
な
ど

の
保
全
亊
業
7

億
8

干
5
7万
円

公
閖
や
泌

曇

菌
'

汞

賢

き

の
局
限
鴛

瓦

で

快
適
に
保
ち
'

-
な

ヂ

。

□
目
然
保
慶
・
緑
化

推
進
事
業

i

譱

万

円

牛
砺

圜
・
都
市
農
業
公
園
の
運
富
や

黶

銜

配
亊
な
ど
、
練
と
皀
然
の
回
復

蠹
冐
爺
y
。

□

簣
保
全
調
査
・
普
及
事
笑

3
千
7
1万
円

雨
水
の
利
用
促
進
・
啓
発
。
野
鳥
モ

ニ
タ
ー
痾
袤
な
ど
、環
蹶
問
堋
浴
拠

冫
戸
石
に
考
え
ま
す
。

定
立
あ
い
あ
い
公
社
)

命
家
夢
-
介
護
サ
ー
ビ
ス
膕
万
円
　

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
の
鞴
を
一
層
広

げ
孚

。

t
i

給
食
サ
ー
ビ
ス
5

干
Ⅲ
万
円

-

高

齢
看
等
に
有
料
f
廛
食
{
あ
い
あ
い
ラ

ン
を

を
s
i
¥

チ
。

命
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
習3

1
7
万
円

l
級
膏
J
回
、
l
馨
r
回
爽
篤
。

・
介
護
特
別
講
座
等
8
1

万
円

。命
興
産
活
用
サ
ー
ビ
ス
9

万
円

高
齢
者
が
居
驟
‥で
い
る
土
地
を
疸

保
に
、
在
宅
生
活
資
金
を
融
資
し
ま

す
g食

堊
s
教
冐
振
興
公
路

秦
こ
ど
も
科
李
館
の
運
営
(
自
主
事
業
　

を
含
む
)
9
千
掲
万
円
　

科
学
展
示
や
ご
マ
苹
々
ロ
ウ
ム
ー
ド

ー
ム
シ
ア
タ
1
翕
て
、あ
r
ぶ
な
が
ら

単
べ
る
科
学
館
の
盪
懲
佇
い
零
y
。

一
生
涯
李
習
の
堆
進
(
自
主
事
業
)
　
　

9
5
5
万
円

あ
だ
原
拠
大
学
講
服
や
乖
自
グ
ル

ー
プ
の
曹
収
″
澎
佇
い
家
す
g

竄
立
区
国
際
親一
協
会
》

命
豎
覆
自
事
業

姉

妹
都
市
ベ
ル
モ
ン

ド
市
と
の

交
流

か
跡
U

嶝

外
国
と
の
又
化
、
ス
ポ
1
-

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
冐
呎
や
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
の
男
廓
な
ど
に
よ
り
、
区

民
レ
ベ
ル
の
m
際
化
を
猾
返
し
豕
y
。

-

ン

タ
ー
》

・
X
か
ら
の
昴
屁
祟
奐
3
千
Ⅲ
万
円
　

麋
擶
@
蓖
花
・
ま
ち
づ
ぐ
ひ
に

関
す
久
y
串
業
。
工
業
振
興
に
閲
す
る
事

業
、
馨

齎

報
の
収
集
・
提
供
事
業
を

行
い
求
y
g

奎

荘

独
自
事
業

麋
驅
駐
車
場
聞
設
・
潺
事
業
、

余
葦
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
葡
運
営
事
業
、

鷺
?
広
告
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
事
票
な
?

蔘
仔
い
求
y
。

争
戛

蘊

設
建
般
事
業

千
住
泰

江
扉

地
に

良

售

麈
稟

振
興
セ
ン
タ
ー
・
ホ
テ
ル
・
公
共
駐
甲

場
の
扈
般
計
圖
苳
暹

啻

蚕
。

定

立
区
勤
労
柵
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
》

争
区
か
ら
の
受
託
事
槊
4

干
6
0
7万
円

内
職
の
あ
っ
廿
刄

・
相
談

、
技
觴
修

得
級
助
事
業

、-

g

跖
い

宋

す
。

崋
余
暇
に
か
か
わ
る
事
業
(
自
主
事
業
)
　
　
　
　
　

1
響
凖
心
万
円
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
は
じ

め
、ふ
る
さ
冫
娵
靹
I
業
、t
霍
椒
債

飄
孱

芦

蔘
仔
い

、
中
小
企

業
に
勵
ぐ

暫
{
刄
の

余
暇
豕

猫
U
I

罵

争
生
活

安
定
・
健
康
維
持

増
進
事
業

(目
庄
事
業
)

冫
悒
2
千
M
万
円

ふ翼
(
中
小
余
稟
勤
労
懣

へ
の
各

種
給
付
啝

生
活
資
金
融
賣
あ
っ
せ

ん
、
簷

診
断
、
ス
ポ
1
ツ
篤
歌
叺
ど

の
利
用
補
助
鷺
町
い
、
勤
労
者
の
福
利

厚
生
羣

耋

め
黍

。

寔
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
》

令
家
庭
福
祉
呉
、
児
莖
緊
急
一
時
保

版
、
保
育
靈
運
営
委
託

保
宵
に
欠
け
る
児
童
を
預
か
り
ま

す
。

▽
家
既
偈
`
員
8
干
腦
万
円

▽
児
竃
緊
急
一
時
保
霞

干
仍
万
円

マ
保
育
奉
還
愀
忌
眤

1
億
2
千
匐
万
円

吟
敬
老
祝
事
業
5

干
讎
万
円

亶
腎
歳

傘
寿
圀
鎭

米
寿
8
8歳

に
な
(
営
民
(
t
a
侭
挑
在
)
を
町

象
に
9
月
中
旬
に
靨
曾
覃
贈
呈
し
ま

す
。

今
紙
お
む
つ
支
給
早
業
5

千
胴
万
円

高
齢
者
福
珍
孟
=
、重
度
心
身
障
害

者
福
祉
手
襪

特
別
障
害
者
福
祉
手

当
、
障
害
猖
摎
乖
当
の
受
紬
者
に
対

し
て
愍
苔
つ
{受
髻
尼
は
費
用
肋

唇
跖
い
家
司

令
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
週2

干
剔
万
円

厚
罹
寛
障
害
者
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
を
儼
捧
¥
チ

。

・
陣
害
者
保
瞶
屬
用
箏
業

千
訓
万
円
(
区
補
助
金
分
)

一
般
埀
刄
困
雕
な
障
轡
者
昴
囑
用

し
。
就
労
の一
を
闖
い
て
い
ま
す
。

○ 悪徳商法にご注意! 事業者の方へ突然、会費や雑誌代金の請求書が送られてくる相談が急増しています。 問先= 消費者センター 　3880- 5385
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹

千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

あ
な
た
の
資
格
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

家
庭
福
祉
員
募
集

屋
間
勧
め
て
い
る
た
め
、孑
冫
も
(
生

後
1

の
乳
幼
児
)

の
世
話
が
で
忝
な
い
お
母
さ
ん
の
代
わ

り
に
、
―

の
お
宅

で
保
寰
し
て
い
た
だ
ぐ
仕
一
で
T

。

対
象
H
区
内
在
住
の
2
5鎭
L
6
0鎭
ま
で

の
方
で
、
保
母
・
匏
皿
・
看
溥
碼一
、
ま
a

莇
産
婦
の
賢
格
を
お
持
ち
の
方
*

施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
ひ

求
T

申
先
H
襲
驪
祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
保
育
第
一
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
育
成
手
当

□
特
別
扶
養
手
当

対
象
芯
縦
禾
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
「
愛
の
手
帳
」
―

―
!

素
ほ

『身
体
障
害
者
手
帳

』
―

廴
冫
厭
程
度
)
を
も
つ
一
蔘
茘
蜃
し

て
い
る
方
た
だ
し
、
'
吟に
該
挙
夊
蕩

會
に
は
支
給
峇
れ
ま
せ
ん

所
得
が
限

考
驥
以
よ
あ
る
/
場
I
が
施
設
に
入
所

し
て
い
る
/
場
裏
か
障
書
登
莖
呎
誉

る
公
的
年
金
の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
口
重
度
…
i
万
逞
円
/
中
度

…
兵
営
千
5
3
0円

圏
児
一
肓
或
手
当
(
障
害
手
当
)

対
一
卜
2
0鎭
禾
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

ひ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を

扶
笋
し
て
い
る
方

知
的
発
達
障
害
で

「
愛
り
手
帳
」
L
L
I
厦
/
身
体
障
害

で
「
身
体
障
害
耋
i

」
―
・
X
級
/

―し
ゅ
く
)
症

※
所
得
制
限
が
ゐ
ひ
ま

す

手
*
0
1
=
1

夕
羊
円

-

い
ず
れ
も
卜

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
黶
な
も
の
が

異
な
ひ
重
あ
で
、
お
問
い
侖
5
餮
`

だ
さ
い

申
・
問
先
1

本
庁
舎・

場
晟
筬
佩

福
祉
資
金
徴
収
嘱
託
員
募
集

福
祉
資
金
Q
略
済
命
が
残
っ
て
い
る

お
宅
を
訪
問
し
、
調
套
心よ
び
徴
収
を

行
「
任
亊
で
す
。

応
募
資
格
卜
区
内

ま
{
ほ
近
郊
在
住
の
5
5鑽
位
か
ら
6
2歳

位
ま
で
の
方

勤
務
条
件
日
週
I
E
勤

務

王
・
日
勤
務
翕
む
}

報
酬
H
月

額
1
6
万
t
千
円
募
S
人
員
基
忍
T

人

採
用
予
定
―
角
1
日

申
込
H

自
筆
の
履
歴
S
写
真
貼
付
)
を
巨
接

窓
口
に
持
参

※
書
類
審
査
後
面
接
を

行
い
李
歹

期
限
日
3
月
辺
は
申
・

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
貸
付
係

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
に
よ
n
乳
幼
児
の
保
寶
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
愬
町
で
は
随

時
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
夲
受
け

付
け
て
い
求
y
。
た
だ
し
、
年
齢
に
よ

っ
て
は
g
貝
に
空
農
?
な
く
直
ち
に
入

園
で
奠
t
い
場
合
が
ゐ
2
チ
。
な
芻
、

保
霞
者
の
転
勤
・
転
居
等
隘
呎
祗
園

～
臍
が
必
夥
&

口
汞
T

。

申
・
問
先
日
管
晒
の
福
祉

亊
務
所

簔
1
)

表1 福祉事務所一覧

生

活

環

境

地
区
計
画
の
原
案
を
縦
覧
し
ま
す

次
の
地
区
計
画
の
原
案
泥
餮
U

ま

す
。
こ
の
内
容
に
意
見
の
あ
る
関
係
者

の
万
啄
、
区
長
に
対
し
て
一
見
■
嘉
一

出
す
る
冫
か
で
章
琢
歹
。

□
高
野
地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
H
江
北
一
丁
{
B
、
順
二
丁
目
の
各

地
内
縦
覧
期
間
卩
1
月
1
5
日
～
2
8
日

息
見
一
提
出
期
間
l
&
1
5
R
～
4
月

4
日
　
縦
覧
場
所
基
應
本
庁
舎
・
都

市
計
画
係

※
今
回
の
変
更
は
、
放
射
1
1
a
n

の
喜
そ
勉

築
篆
準
法
壑
み

都
市
計
画
紫
馘
正
に
よ
る
り
の
で
、

新
た
な
規
制
等
盍

弯
も
の
で
は
あ
り

豈
尤

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
都
市

計
画
係
、
ま
ち
づ
く
口
良
事
業
第
一
係

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
環
境
整
備
事
業

区
で
は
、
幹
線
道
路
沿
道
の
道
路
交

通
騒
音
に
よ
n
生
ず
る
障
害
の
防
止
と

適
珥
か
つ
合
理
的
な
十
瓸
利
用
の
促
進

■
凶
る
た
め
、
旦
i
迴
荒
川
以
北
)

と
環
状
孟
贏
沿
道
の
沿
道
躍
備
計
画

を
定
め
て
い
家
y
。
沿
道
整
備
計
画
の

区
域
内
沿
遭
9
彩
R
肪
m
)
に

お
い
て
次
の
行
為
鷽
な
2
1
睡
、
建

築
確
認
申
躋
&
匐
に
当
骸
行
為
の
一

里
M
肖
箭
ま
で
に
届
出
が
&
歹
な

n
乖
y
の
で
ご
偬
葛
く
だ
さ
い
。

1
.
土
地
区
画
形
X
の
変
更

2
.
建
築
物
の
斬
築
、改
築
ま
た
は
増

築
3
.
鑠
築
物
の
用
途
、形
態
ま
た
は
憲

匠
の
変
更

ま
た
、
沿
道
整
備
計
画
に
呼
つ
条
例

施
行
前
―

に
つ
い

て
は
、
曇
こ
沿
4
の
聡
む
訊
一
m

の
区
篳
内
)
に
対
す
攵
酉
音
工
事
費
の

一
部
助
虞
制
度
や
騒
音
が
背
後
へ
通
り

抜
け
な
い
よ
う
な
建
物
(
緩
衝
建
築

物
)
に
I

を
一
部

助
成
す
夂
衢
家
り
あ
2

チ
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
婁
弓
く
口
課
事
業
第
二
係

道
路
に
看
板
・
日
よ
け
を
設
置
す
る

場
合
に
は
道
路
占
用
許
可
を

道
路
の
上
空
に
。
一
板
や
a
よ
け
を

黔
置
―
て

笛
孚
る
冫
冫
气
「
遭
路
の
占
E
j
と

い
い
毒
y
l

あ
う
か
じ
め
逎
路
管
理
者
の
許
可
&
曼

け
る
菅
缸
に
、
政
全
?
癶
棊
例
で

定
め
灸
い
た
占
用
料
金
菱
零
戸
戸
笳

泓
I
刄
な
ひ
豕
y
。
ま
た
、
道
路
占
用

許
可
を
鷽
g
だ
め
に
は
、
占
用
物
件

ヽ
苫
に
基
準
が
定
め
叭
れ
て
い
欒
y
。

占
用
料

、
申
睛
万
法
等
に
つ
い
て
は
お

問
い
袞

笹

ぐ
だ
さ
い

。

問
先
日
▽

区
内
の
区
道
…
中
央
本
町
庁
舎
・
道
路

管
揶
蔟
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
～
I

マ
区
内
の
都
道
・・・
都
・
第
一
(
建
設
事
務

所
占
用
佩

一
一
(
3
8
8
2
T
1
5
1

▽
区
内
の
国
道
:
東

京
都
国
遭
工
事
事

務
所
占
用
係

(
3
e
1
4
)
7
3
6
1

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
2
の
地
域
9

淮
化
が
可
能

に
な
Q
F

‥だ

。
こ
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
は
、3
年
以
内
に
水

洗
化
工
事
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
£

　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
一
の
融
賢
あ
っ
せ
ん

制
嘱
?
の
n
汞
y
問
先
卜
中
央

本
町
庁
舎
・
助
成
佩

　
(
3
8
8
0
)
5
6
8

表2 水洗化可能地域

い
つ
で
も
入
学
で
き
ま
す

区
立
第
四
中
学
校

夜
間
学
級

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
方

な
ら
ど
な
た
で
壑
入
学
で
忝
豕
y
。

対
象
=
小
・
中
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
方
で
、
学
習一
欲
の
あ
る
万

授
業
時
間
1

(様
々
な
り
I
、
ク
ラ
Z
l

、
給

食
も
あ
n
汞
Σ

申
込
H
ぽ
接
来

校
し
て
ぐ
だ
さ
い

受
付
時
間
=
午

後
1
時
L
1
時
3
0分
(
春
休
み
中
は

午
後
1
時
I
7
時
3
0分
)

申
・
問

先
基(

3
8
8
7
)
1
4
6
6

米
穀
小
売
業
(
6
月
1
日
登
録
)の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
請
一
類
配
付
=
3
月
2
1
aか
ら
消

費
者
セ
ン
タ
ー
で
配
付

申
請
期
間

日
ま
月
1
日
～
3
0
E
手
&
a
=
東

亰
都
収
入
証
紙
に
よ
ひ
駟
付

※
収

入
証
紙
は
忠
蓼
花
局
流
通
対
策
課

米
穀
係
、
労
働
経
済
局
呉
経
済
事
務

所
商
工
課
消
費
隻
据

、
総
務
昜
各

支
庁
産
業
課
商
工
鵯
¥
月
2
1
日
か

ら
取
り
扱
い
ホ
y
。
く
わ
し
く
は
、

申
請
用
紙
鬢
に覧
く
だ
さ
い

問
先
卜
都
・
流
通
対
策
課
米
穀
佩

　
(
5
3
8
8
)
3
0
8
Q
u

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
0
)
5
3
B
f
D

「
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
」
が
街
の
迷
惑
に

春
休
み
に
な
る
と

放
置
自
転
車
が
目
立
ち
ま
す

駅
周
辺
の
県

冫
医

場
等
に
、
無

秩
序
ぶ
(

量
に
自
転
車
が
放
置
さ
れ

て
い
‘一
子

。
駅
前
″
蜑

の
顔
。す
っ
き

口
さ
せ
て

安
心
し
て
蛎
リ
{
l

つ
に

一
人
ひ
と
n
か

心
が
け
祺

レ
よ
う
。

区
で
は
、
区
内
各
駅
周
辺
&
&

£
>

ね
釼
m
以
内
を
自
転
車
の
放
一

蒙
止

区
域
に
指
定
し
て
い
ホ
"

。
禁
止
区

域
に
放
蒙
さ
れ
た
自
転
車
は
、
区
が

撤
去
し
て
駅
冫
こ
の
目
転
車
移
送
所

に
運
び
保
管
r
¥

チ

。
引
き
取
り
の

際
に
ほ
徴
去
料
l
t
円
を
徴
収
し
て

い
求
"
。
春
休
み
等
の
学
校
が
休
み

の
期
間
は
。
学
生
・
生
徒
の
自
転
車

放
甎
か
目
立
ち
兎
t
。
駅
に
近
い
方

は
で
霤
条
吁
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

転
-

め
う
れ
た
自
転
車
一
き
場
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。

問
先
日
中
央
本
町
庁

舎
・
自
転
車
佩

(
3
8
6
0
)
5
g
}
0

選挙豆知識明るい
選挙推進委員

区
で
は
、
5
人
の
方
に
一一茗
い
選

挙
推
進
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

任
期
は
1
年
間
で
、次
の

任
期
は
&
・
9
年
度
で

す
。
ま
な
活
動
は
、「
話

し
あ
い
活
動
‘
奮
堰し
て

有
権
者
に
政
治
゛
壜
挙
に

深
い
関
心
夲
痔
つ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
あ
9
'
チ

。

具
体
的
に
は
、
身
近
に
あ

る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て

話
し
あ
い
、
そ
の
話
題
の

な
か
に
疑
問
点
や
問
題
点

等
が
出
て
奠
衂
に
、
ご
冫
y
れ
ば

よ
く
な
ゑ
ぶ
を
共
に
蓍
蛋
チ
。

ま
と
し
て
話
し
あ
い
活
励
の
助
言
者

の
役
割
や
、
グ
ル
ー
プ
作
ひ
の
世
語

孥
畧

恚

の
が
、
明
る
い
選
挙

推
進
耆
易

手

。

な
お
'
>
J
>
(
A
し
な
晒
動
奮
罹

韋
T
心
に
あ
た
り
、
都
主
催
の

推
進
委
員
研
修
会
や
、
区
主
催

り
t
ミ
ナ
ト
を
竹
つ
て
い
宋
y
。

選
挙
時
に
は

、
街
頭
啓
発
や

不
在
耆
″
票

立
会
人
な
ど
幅
広

い
活
動
夲
行
つ
て
い
毒
歹
。

問
先
乱

住

本
庁
舎
・
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
T
I
L㈹

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
第
6
6
回
足
立
よ
い
映
画
を
見
歪
=

3
月
2
3
・
2
6
m
(
①
午
前
!
0
陬
～
H

時
卯
が
②
午
後
1
陬
2
0
分
L
1
陬
③

午
後
I
S
芬
～
t
時
1
0
分
)
/
忍

た
ま
乱
太
郎
、
翔
べ
'・ペ
ガ
サ
ス
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
枷
円
(
―
歳
以

上
)
/
鄂
升

(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

☆
眷
休
み
親
子
陶
芸
教
室
(
竹
陶
会
)
3

月
2
3・
2
6日
・
4
月
4
日
、
い
ず

れ
も
午
前
1
0陬
～
正
午
/
竹
の
獗
障

害
福
祉
館
/
小
学
伍
'
老
の
親
6
組

(
先
着
順
)
/
費
用
は
-
1
岨
1
日
鵬
円

/
山
口
(
午
後
i

時
以
降
)

{
a
Q
R
}
T

口
≒
7
2

=
募
集
=

☆
中
高
年
向
け
ジ
ヤ
ズ
ー
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
(
フ
レ
ッ
シ
ュ
)

毎
週
木
曜

日
、
午
後
7
時
1
5分
L
a
時
3
0分
/

桜
小
学
校
体
育
館
/
入
会
金
千
円
、1

回
5
0
0円/
中
村

(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

☆
精
棋
の
会
(
棋
好
会
)
毎
濯
土

曜
a
、午
後
1
時
廴
t
時
/
佐
野
セ

ン
タ
ー
他
/
―

対
千
円
/
第
4
日

曜
日
に
大
会
あ
ひ
/
嶋
根

(
3
8
Q
b
)
P
T
I
9

□ 掲示板/ 国遭4 号線に中央分離帯を設置 国道4 号線の、千住新橋から西保木関二丁目8 番の聞に、中央分離帯を聆冊し ていき ます。8 年度は。楯鳥陸槍から
六月一丁目の1km を整備する予 定です。ご 協力をお願いし ます。 問先= 綾 瀬薯察醫 　3620- 0110 西新井薯察署 　3852- 0110
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年

金

保
険
料
が
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
4

月
か
Q

月

額
L
万
'
♀

罰
円
に

な
2

ヂ

苻
加
保
険
料
は
従
来
ぶ

肓

月
額
椢

円
)
。

□
こ
存
じ
で
す
か
「
前
納
割
引
刷
1

及

月
中
に
袤
こ
め
て
峭
め
忝
こ
割
引

き
に
な
ひ
'
チ

。

▽
彖

胃
芬

ま
と

め
忝
Q

」万
1

千
9
8
0円
(
8
2
0円
の
刪
引

き
)

▽
1

年
分
袤
と
め
一
夕
と
1
4
W
1

千
4
0円

莟

千
5
6
0円
の
劑
引
耆

に
そ

れ
ぞ
れ
な
n
&
チ
。

年
分
ま
と
め
で
蚋
め
る
と
保
臉
料
L

刀
月
岔
E一の
金
額
が
剖
引
き
に
な
り

求
歹
。
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
納
付
譽
簒
S
胃
し
豕
す
。

※

な
お
、
2
年
分
袤
こ
め
て
の
口
座
振
替

は
、
取
り
扱
つ
て
い
豈
応

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

8
年
度
分
の

保
険
料
免
除
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

7
年
厦
に
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

を
甲
脾
し
て
亰
認
霤
れ
た
方
(
誉
)
右

含
む
)
は
。―
月
で
免
除
期
間
が
終
了

し
豕
歹
。
引
き
続
き
免
除
を
糂
望
す
る

場
合
に
は
'
S
め
ア
堡
賢
一
が
必
要
で

す
。
4
月
初
め
に
泌
可
す
夊
裔
期
納
付

一
に
同
封
の
『
免
除
申
爾
ハ
ガ
キ
』
に

免
除
の
翠
串
を
ぐ
わ
し
ぐ
配
入
・
押
印

9
に
7
a
月
末
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
「
″
巫
の
方
は
、
学
校
名
、
学
校

所
在
地
等
の
記
入
も
忘
れ
ず
に
お
願
い

」
蕃
y
)
。
な
お
、
8
年
享
か
ら
新
た
に

免
除
を
霆
一
!
裏
ほ
、
4
月
以
降
に

I
民
年
金
堅
畧
ほ
区
民
事
麪
町
の
窓

口
で
申
蹐
じ
て
く
だ
さ
い
。

免
除
申

一
に
必
妥
な
も
の
目
印
か
ん
/
国
民
年

舍
吏
暇
/
″巫
の
万
は
学
生
証
(
コ
ピ

ー
可
)
/
椢
万
を
離
れ
て
い
る
万
は
、

親
の
所
得
お
よ
び
控
除
額
の
わ
ひ
9
も

の

黴
泉
徴
収
票
、8
年
度
課
税
証
明

亊
な
ど
)

問
先
悲
盂
余
町
庁
舎
・

保
険
料
佩
　
(
3
8
6
0
)
5
1
6
1

ね
ん きん出張相談

お気軽に
お立ち寄りください

日
程
等
日
表
1

内
容
U
国
氏
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
い

方
法
な
ど

な
お
、
今
月
の
夜
間
相
談

は
青
年
セ
ン
タ
ー
で
行
い
末
す
。

問

先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国
民
年
金
の

6
0歳
説
明
会

日
時
日
3
月
1
8
日
(
月
)
、
午
前
m
蒔
と

午
後
1
時
の
I
回
(
受
付
は
開
始
3
0
分

前
か
ら
)
場
所
Ⅱ
千
住
本
庁
舎
7
階

会
議
室
対
象
H
昭
和
1
1
年
t
月
2
日

～
u
?
酋
―
早
賚
の
万

(対
象
者
に
ほ
別
に
通
知
)

内
容
H

国
民
年
金
制
度
の
し
く
み
ζ
器
罕

続
1

相
談
(
受
付
順
)

問
先
日
中
央
本
町
庁
舎
・
蘂
用
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

国

保

税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

申
告
は
3
月
1
5日
ま
で
に

申
告
が
必
要
な
い
方
は

「
保
険
料
に
関
す
る
申
告
書
」の
提
出
を

□
収
入
が
あ
る
方
、
収
入
が
無
く
て

も
6
4歳
以
下
の
方
は
税
の
申
告
を

保
険
料
の
所
得
割
額
は
、
そ
の
年
度
　

重
1
1
¥
ヂ
。

正
し
い
保
険
料
算
定
{
た
め
に
も
、
昨

年
L
年
間
の
収
入
に
つ
い
て
の
確
定
甲

告
・
住
民
税
の
忠
告
を
、
期
限
内
に
必

ず
し
て
く
だ
さ
い
。
6
4歳
以
下
の
方
は
、

収
入
・
所
得
が
少
な
い
!
l

区
9
屏

課
税
課
(
中
央
本
町
庁
舎
)
で
住
民
税

の
甲
告
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

□
6
5歳
以
上
で
収
入
が
無
い
方
は
「
保

険
料
に
関
す
る
申
告
書
」
の
提
出
を

6
5
臓
以
上
で
収
入
・
所
得
が
無
い
方
、

少
な
い
方
、
年
金
収
入
{
ぶ
で
庄
民
税

非
課
税
範
囲
内
の
方
な
ど
は
、
「
国
民
健

康
保
険
料
に
関
す
る
申
告
一
(
簡
易
申

告
番
)
」
を
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
該
当

と
凩
石
れ
る
丗
柎
に
は
、
3
月
2
1
日
(
予

定
)
に
申
告
挙
を
髫
胥
し
乖
ふ
、

あ
麁
a
!
厩
、
中
央
:
#
町
庁
舎
・
国

民
健
康
保
険
課
ま
{
ぽ
各
区
民
亊
務
所

に
あ
ひ
奪
y
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、確
定
申
箜
素
ほ
住
民
税
の

申
告
を
し
た
方
は
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
申
告
茗
、
保

険
料
算
定
、
保
険
料
均
等
割
額
の
軽

減
、
高
額
療
養
費
支
給
、
入
院
時
食
事

代
の
減
駅
な
ど
の
判
定
責
料
と
な
ひ
ま

す
の
で
、
毎
年
必
ず
撫
伊
‥
'て
ぐ
だ
さ

い
　
問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦

課
係
　
(
m
8
8
0
)
5
1
3
1

表1 ねんき ん出張相談

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

続
・
差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
3
)

峨
争
で
中
I
、

終
耿
と
同
時
に
冓
槭
一
の
気
運
が
高
ま
り

黔
レ
t
。

y
れ
ま
で
の
水
平
社
Q
一
一
一
!
笑
邑

に
茜
唇
昼
、
具
体
的
窪
i
膏
贔

的
に
進
め
て
い
ぐ
組
織
づ
ぐ
n
と
名
称

の
茖
励
検
酎
袞
y
レ
た
。
そ
し
て

昭
和
2
1年
l
月
、
京
都
で
「
部
落
解
敢

全
画
莫

浄
が
結
或
さ
れ
た
の
で
T

。

そ
の
年
の
U

月
l
a
、
日
本
画
憲
法

が
公
布
さ
れ
、
法
の
下
の
平
等
や
個
人

の
尊
厳
、
居
住
・
移
転
、職
雅
壜
択
の
自

由
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
基
本
的
人
権
が
保

陣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
部
落

に
対
す
る
身
分
的
な
譱
別
感
情
は
、
い

っ
し
か
消
瓦
f
にな
ぐ
な
る
だ
る
冫
と
期

待
霤
れ
、
解
放
運
励
は
数
年
間
、
活
発
t

な
2

已

た
。

し
か
し
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
も
、

心
の
攣
霎
べ
て
取
彖
?
薩
で

膏
?
、
以
燻
ら
差
別
事
件
が
筌
そ
い

ま
y

。
昭
和
2
6年
狛
河
、「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン

ス
」
と
い
う
雑
誌
に
、
京
都
市
の
職
員

が
、
市
内
の
部
落
の
彎

す
そ
、
あ
た
か

齔

罪

の
巣
の
ぶ
つ
に
I

い
た
小
説
を

載
せ
声
レ
た
。
こ
れ
多
重
ぐ
み
た
部
落

解
放
耆

貴
会
は
、
差
別
的
な
状
態
の
ま

ま
部
落
を
取
置
し
て
い
る
行
政
に
責
任

が
あ
'
9
と
し
て
市
壹
一
汞

し

声
レ
だ
。

つ
ま
Q

町
政
が
根
本
的
な
態
苳

宮
収

め
な
い
限
り
'

は
な
く
な
う
な
い
y

にと

を
指
摘
し
た
の
で
f
'
。
こ
れ
を
契

棣
に
、
京
都
市
で
は
。
同
和
対
策
の
総

合
計
画
を
濆

定
し
、
積
極
的
な
施
策
を

愆
冫

左

に
な
n
声

処

◎
同
和
問
願
の
お
問
い
袞

笹

は
、
千

住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

郵便局でも
利用できます

便利な
口座振替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康

保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
4
月
か
ら
は
、
新
た
に
郵
欅
昜
の

通
蠎
?
{
も
、
自
励
引
き
落
と
し
が
で

霤
<
W
l
に
な
ひ
豕
歹
。

な
お
。
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
で

も
、
従
来
ど
お
り
口
座
振
替
を
取
ひ
扱

っ
て
い
ホ
y
。
申
込
H
預
(
貯
)
金
囗

座
の
あ
ゑ

艱

機
関
(
郵
便
局
を
含
髱

麦

ほ

區

当

鰥
窓
口
、
急

罠

事
務

所
に
預

殷

金
通
蠎
1

祺

印
、
そ

れ
ぞ
れ
の
納
付
一

を
持
参

問
先
日

▽
住
民
税
に
つ
い
て
は
…
納
税
鰥

(
3
8
e
o
)
5
1
0
1

▽
国

氏
健
康
保
険
料
に
っ
い
て

ほ
…
国

民
健
康
保
険
課

(
3
8
8
0
)
5
1
3
Q
u

▽
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
…
国
民
年
金

課
　
(
C
3
G
D
C
D
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
甲
央
本
町
庁
舎
で
y

第24回( 1)

足立区政に関する
世論 調査 結果報告

そ の2

今
回
は
。楞
年
調
一
し
て
い
る
「
定

住
性
≒
区
政
関
嗷
匿
≒
施
策
へ
の

要
望
いな
ど
に
加
え
、『
鏤
康
畛
重
い

「
芸
術
・
文
化
≒
広
報
紙
(
穂
)
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。

□
健
康
診
査
に
つ
い
て
「
3
年
以
上

受
診
し
た
こ
と
が
な
い
人
」
が
3
割

受
診
状
況
に
つ
い
て
は
、「
1
年
以

内
」に
受
診
し
た
人
が
5
8・
―
%
、

「
3
年
以
内
」
が
1
2
・
4
%
'
r
こ
y
y

爾
T
膏
g
t
E
が
な
い
」
が
2
9
・

5
%
と
い
う
耙
果
で
し
た
。

□
芸
術
・
文
化
に
つ
い
て
『
身
近
に
展

覧
会
等
に
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や

す
』
が
3
3
%

区
の
t
希
・
文
化
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
。
区
が
力
夲
f
(
れ
る
べ
き
施
策
を

な
y
ね
た
と
y
忿
、
『
身
近
に
展
覧
会
等

に
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
す
』
が
3
3

・
3
%
と
最
も
多
く
、
以
下
「
芸
術

文
化
の
催
し
物
の
関
催
を
増
や
す
」

2
5
・
9
%
、
「
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
芸

術
・
文
化
に
対
す
る
敵
育
を
充
実
さ
せ

る
J
2
5
・
8
%
な
ご
ζ
な
っ
て
い
零
y
　

(図
1
)
。

□
広
報
紙
(
誌
)
に
つ
い
て
は
『く
ら
し

の
情
報
』
を
も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た

い
が
4
3
%

広
報
紙
(
&
冫
泯

報
、
公
社
ニ
ュ

ー
ス
と
さ
め
香

の
記
事
で
、
も
っ
と

く
わ
し
く
知
口
た
い
と
屡
冫
情
報
に
つ

い
て
あ
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
く

ら
し
の
情
報
」
が
4
2・
5
%
と
最
も
多

く
、
以
下
「
施
設
の
利
用
案
内
」
3
7・
6
%

、
{募
集
・
催
し
物
案
内
J
2
9・
1
%

な
ご
″
}な
っ
て
い
李
夏
図
1
)
。

「第
2
4回
(
1
)
足
立
区
政
に
関
'

す
る
世
論
調
査
の
あ
ら
ま
し
」
は
、

。
傭
報
公
開
課
(
千
住
本
庁
舎
、
中
央

本
町
庁
舎
)
で
無
料
配
付
し
て
い
ま

・
す
。
ま
た
、
く
わ
し
い
集
計
結
果
が

わ
か
る
「
報
告
!

は
情
報
公
開
課

二
1

ぴ
区
内
の
螽

審
館
で
ご
覧
い

跖
胼
一一
ヂ

。

問
先
卜
千
應
本
庁

舎
・
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
2
)
1
1

卜
㈹

1講晝方法】ご厂≒… …　‘

無作為抽出により区内在住のal 歳

以上so歳末満の男女2, 1xx】人をブ

ロック別に週ぴ, ● 門飼査員が個

別面接で調査' 7・, ・

1銅壷時期】‘ 7年7月12日～27日

1回 収数( 串) 1 ・l , I x 】( 75. 0%)

図1 区が力をいれるべき施策

図2 くわしく知りたい情報
あ
な
た
の
余
暇
を
充
実
さ
せ
ま
せ
ん
か

老
人
会
館
の
教
室

い
ず
れ
の
教
蚕
も
基
礎
・
基
本
か
ら

学
べ
搴
y
。

□
水
彩
画
教
室

日
時
卜
4
月
F
9
年
1
月
硲
月
第
1
・

―
水
曜
日
・
全
2
4
回
)
、
午
後
L
時
～

1
時
3
0分

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
H
無
料

□
一
遭
教
重

日
時
卜
4
月
I
9
月
(
毎
月
第
1
・
4

火
曜
日
・
全
1
2
回
)
、
午
後
t
時
1
2

時
3
0分

定
a
H
3
0人
(
抽
選
)
s

用
H
無
料

□
い
け
花
教
室

日
時
l

角
F
9

月
(
毎
月
第
l
・
4

水
曜
日
・
秡
頡
一
)
、
午
前
1
0
時
～
正

午

内
容
H
柳
古
唇
璽
ぴ
豕
す

定
s
H
3
0

人
(
抽
選
)

蠢
7

材
料
費

の
み
一
部
負
担

―
'
い
ず
れ
や
卜

対
象
卜
区
内
在
住
の
6
0歳
以
上
の
方

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

希
i

※
今
回
よ

り
申
込
が
往
復
(
ガ
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□ 掲示板/ 少年相談所の開設3 月15日～17日、午前1〔l降～午後5 時の間に、大丸東京店で 少年相談所を開設し ます。お子さんのいじ めや非 行、暴力などにつ

いてお悩 みの方の相談をお受けし ますので、お 気軽にお越し ください。相鮫は無料、秘密は厳守し ます。 問先= 警視庁少年第一課　3581　4321
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情 報 コ ー ナ ー
い じ め 相 談
月 曜日 ～金曜日( 祝日を 除く) 、午前9 時～ 午後4 時30分

3882- 1170

女性総合センターの催し
□ 「いき いき ワ ーキ ング・ウ ー
マン講座」
女性が組織人として、より良い

職場環境をつくり、いきいき働き
続けるためにはどうしたらよいか
を考え、話し合います。日時=
3月S日( 火) 、午後6時30分～9
時 講師= 西嶋美那子氏( ㈱ 日本I BM

人事イコールオポチ ュニテ ィ

推進 担当 次 長) 対 象= 区 内在
住・在動の女性 定員=40 人 費
用= 千円( 軽食実費) 申込= 往 復
ハガキに住所、氏名( フリガ ナ)、

年齢、電話番号、希I S蜀!由、rいき
いきワーキング ・ウーマン講座」

と明記( 3 月15日消印有効)

□ 4 月13日 「女性のつどい」提
靂発表者募集
阪神大震 災から1 年が過ぎまし

た。「災害に強いまちと暮らし を考
える」を テーマに日ごろなさって
いること、考えていることを募集
し ます。ふる ってご 応募 くだ さ
い。 テーマ= 「活動から の防災

まちづくり 」「災害とコミ ュニテ
ィ」 「我が家の災害対策」など
応募資格= 区内在住・在勤 ・在学
の女性および女i生グループ 応募
要領= 提言を4( x)字程度にまとめ、
別紙に住所・氏 名( グループ名と
代表者名) ・年齢 ・電話番号を明
記し、竈攅または窓口へ。 提言発

表は6 人 応募期限=3 月a 〕日消
印有効

- いずれも一
場・申・問 先= 女性総合センター
〒123梅田7- 33- 1
3880- 522! 2

青年センターの催し
□ 青年センターフェスティバル

今年も青年遣が思う存分自分を
表現します。音楽・狂言・アイヌ
民族の踊り・展示・料理など楽し
いこと盛りだくさんです。また、
青年海外S力敗によるアフリカの
報告会など、世界のことが見えて
くる催しもあります。日時=3
月24日( 日) 、午前1( J 玲～午後4時

30分 費用= 無料( - - 部実費負担
あり) 申込= 当 日直接会場へ
□ 「花より キムチ 」

～キムチにまつわる 話～
キムチのおいし い食べ方からキ

ムチから見える歴 史などざっくば
らんに、いろいろな話をし ます。

キムチの試食もあります。 日時=3
月20日( 祝) 、午 後2 時～5 時

費用=3001円( 茶菓子代) 申込= 電
話( 先着順) コーディネーター=
寢重度さん( 川崎市ふれあい館

館長)
□ 平成8 年度 「あだち日曜 教室」

受講生募集
青年センターでは、笂旧勺にハン

ディのある青年たちの友だちづく
り や学習の場とし て、毎月1 回、
「あだち 日曜教窒1 を閧いていま

す。新年度の開講にあたり、新し

い仲間を募集します。期間=4
月14日～9年3月9日の、' 原則と
して毎月第2日曜日( 年間12回) 、
午前9時30分～午後4時。ただし、
年1 回。1 泊2 日の宿泊学習会を

行っています 内容= 午前中は全
員で参加する行事C 文:字学 習、ス
ポ ーツ大会、もちつきなど) 、午後
はコ ース学習( 手芸、工作、調理、
スポ ーツ、音楽、写真・ビ デオの
うちのいずれかに入り 、年間を通
して学習) 対象= 区内に在住する
区 立中 学校 心障 学級等 の卒 業生
で、あだち 日曜教室の行事にひと
りで参加できる25歳まで の方 定

員=10 人( 希望者多数の場合は抽
選) 費用= 教材費が年問4= 訐円
のほ か、諸 行事での個人的経費に
ついてはその 都度実費負担 申込=

所定の申 込● に必要事項を記入
のうえ、直接持参 ※ 申込書は青

年センタ ーにあります 期限=3
月20 日

- いずれも一
場・申・問先= 青年センタ ー
38! 30- 0061

女性相談室の臨時休業

女性相蔆寥は、相談員の研修の
ため、次のとおり休業します。な
お、この期間は相談の予約も休業
します。期間=3月14日～19日
間先= 女性総合センター女性相談

窒 　3880- 5223

足立ジュニア吹奏楽団

団員募集中

小学4 年生 から6 年生 で構威さ
れている足立ジ ュニア吹奏楽団の8

年度の新入団員を募集し ていま
す。 募集人員= 新4 年生/ 新5
年生… 若干 名 申込= コミ ュニテ
ィ文化・スポーツ公社文化事業課(
ギ ャラクシティ内) へ直接申込
問先= コミュニティ文化・スポ ー
ツ公社文化事業課 　5242- 8161

または千住本庁 舎・文化振興係
3882- 1111 ㈹

23 区ブランドリサイクルペ ーパー
「 み ど り の 夢23 」販 売 中

23K ブランドのト イレット ペー
パーとテ ィッシュペーパーr みど
りの夢Z3) を区 内の小売店で販充
し ています。今回。新たに6 店が

新規販売協力店とし て追加となり
まし た( 下表) 。これで、販売協力
店 は 区 内 全埴 で196 店と な り ま
す。この製品は、スーパこーや公共
旒鰆で回収した紙パック とオフィ
ス古紙を原材料に製造されていま

す。ト イレ ットペーパーは普通の2
倍の長さ( 130m) で、芯がない

ので取替の手間が減り、ご みが出

ません。 また、穴の大きなタ イプ
で すので現在お使いのホルダ ーを

取 り 換 え る 必要 はあ り ま せ ん。 皆

さ ん の リ サ イ ク ル 活 動 が 実 を 結

び 、 姿 を 変 え て 再 び 私た ち の前 に

登 場 し まし た 。 ソ フ ト な 手 触り なS,

叺と 胴Z判 で1 。゙ ゼ'ひ こ の4幾1&に

お 試 し く だ さ い 。 な お 。 新 規の 販

売 協 力 店 を 募 集 し て い ま す。 問

先= 中 央 本 町 庁 舎 ・リ サ イ ク ル推

進課 　3880 ―5206

新規販売協力店

押部皿沼谷在家住区センター
4月1日オープン

住区センター( 児童館・老人館・

集会施設) は、皆さんによって運
営される旅殷です。地域活動の拠
点とし てご利用ください。 所在
地= 鹿浜8- 27- 15
3857 ―4231

問先= 中央本町庁舎・地域活龕加参
進衵当課 　3880 ―5199

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています T. K. Y. 240、000


